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 「雨晴海岸からの立山連峰（高岡市）」富山観光ナビサイトの写真引用 2



「世界で最も美しい湾クラブ」とは

湾を活かした観光振興や経済発展についての情報交換やＰ
Ｒ活動を行う目的で、1997年3月10日にドイツのベルリン
で設立されたフランスのヴァンヌ市に本部を置くNGO
（非政府組織）。

日本国内では、松島湾（宮城県）、富山湾（富山県）、駿
河湾（静岡県）、宮津湾・伊根湾（京都府）、九十九島湾
（⾧崎県）の５つの湾が加盟している。

 ※2019年11月時点
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世界で最も美しい湾クラブ総会

 2019年10月16日（水）～20日（日）世界総会が富山で開催
富山湾が加盟して5周年の節目の年に､世界総会が日本で初めて
富山で､今までで最多の参加者（世界15の国と地域から33湾128
名）により開催された。
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 新規加盟;ラ・シオタ湾（フランス）、ダクラ湾（モロッコ）
 加盟審査;プジャダ湾（フィリピン）、ランハ湾（ベトナム）
 退会;サンフランシスコ湾（米）、サカルン湾（クロアチア）
 参加検討湾;鹿児島湾、美保湾（鳥取県）

 加盟湾は24か国1地域からの44湾となり、加盟湾のないアメリカ、ロ
シア、オーストラリアなどからの加盟を推進して、影響力を高めるべ
きという議論があった。

 今後の総会開催は2020年ダクラ湾（モロッコ）､2021年エイラート湾
（イスラエル）、2022年カンボジア湾、2023年麗水湾（韓国）に決定。

 なお、総会会場では日本の加盟5湾の取組み（環境保全、観光紹介な
ど）のパネル展示が行われるとともに､総会に向けて開発された富山湾
土産の販売が行われた。 5



『神秘の海 富山湾』

立山連峰をはじめとした標高3,000m級の北アルプスから、
一気に水深1,000mの海底に到達する富山湾は、急峻さでは
世界的にも類を見ない、ダイナミックな地形の構造。この
「高低差4,000m」の奇跡的な地形の海底には、海の青さが
一段と濃く見えることから「藍瓶」と呼ばれる海底谷があ
り、ここがベニズワイガニやシロエビなどの良い棲みかに
なっている。

しかも、地形が急峻なために、漁場から港までの距離が近
く、まさに生け簀から魚をすくうがごとく鮮度が落ちる間
もなく運ぶことができる。
これが富山湾の魚がおいしい秘密!!!
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山々から流れる、海底から湧き出る、恵みの水

北アルプスの山々に降り注ぐ雪は、雪解け水となり、清冽
な水が7大河川となって、富山湾に豊富に流れ出す。急流
で栄養分や酸素を多く含み、湾を循環し、豊穣な海を育む
恵みの水。

さらに、豊富な栄養分を含んだ淡水が絶えず海底から湧き
出す「海底湧水」の存在も明らかになっている。立山で地
中に滲みこんだ雨水が何十年も経って富山湾の海底から湧
き出しており、漁師のなかには、魚がこの真水を飲みに来
ているという話もあるほど。
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３層構造の海水と多彩な魚類

富山湾の表層には、河川等の影響を受けた塩分の低い「沿
岸表層水」があり、その下層から200～300m付近には「対
馬暖流系水」が流れている。

この流れに沿って暖流系の魚が富山湾にやってくる一方、
水深300m以深には低温の「海洋深層水」が流れ、冷水系
や深海系の魚介が生息。

日本海に分布するとされる約800種の魚のうち約500種が富
山湾には生息しているといわれるほどに魚種が多彩なのに
は、海水の3層構造も一役買っている。
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アルプスの雪と滝のような流れ

富山は日本海と3,000m級の立山連峰に囲
まれた特有の地形。山に降り積もった雪が
雪解け水となり山岳を一気に流れ落ちてい
くため、真夏でも冷たい水を供給し、急流
河川がよどむことのなく清冽な水を保って
いる。

また、独特の扇状地がたっぷりと水を含み、
自然のフィルターでろ過されたまろやかな
地下水が湧き出ている。
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海の幸の宝庫!
四季を通して多彩な海の幸に恵まれた富山湾から揚がる旬
の地魚を、新鮮なまま堪能できるのが「富山湾鮨」。

魚に加え、豊富な水と肥沃な大地が育む美味しいお米もお
いしさの秘訣。

 「富山湾鮨」富山観光ナビサイトの写真引用
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富山の地酒で乾杯!

良質で豊富な水に恵まれ、そ清らかな水と美味しいお米か
らできる富山の地酒は、全国でも名高い銘酒が多く、杜氏
の技術が生きた逸品のがそろっている。

富山自慢の新鮮な旬の魚介とともに美酒を堪能。個性派ぞ
ろいの酒蔵巡りも人気。
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光と風が織りなす自然の芸術、蜃気楼の街、魚津

江戸時代以前から蜃気楼の名所として知られる場所。3月下旬
から6月上旬にかけて、晴天で微風が吹き、気温が上昇する日
の11時～16時頃にかけて対岸の景色が伸展や反転して海上に
出現。

大気中で光が屈折し虚像が見える自然現象で、気温や風など
の条件が整わないと発生しない。刻々と変わる気温や風に
よって蜃気楼の形も変わり、同じ蜃気楼は二度と見られない
といわれる。

魚津のように季節を定め、しかも出現度数が多いのは世界で
も珍しいとされ、昔も今も多くの人々を魅了し続けている。 12



国指定特別天然記念物 ホタルイカ群遊海面

世界でも珍しいホタルイカ群遊海面。富山市常願
寺川河口から魚津港までの沖合1.3kmまでが国の
特別天然記念物に指定。

ホタルイカは普段、水深約200～600mの深海に生
息し、毎年3月から6月上旬にかけて、夜になると
産卵のため海岸近くまで大群となって押し寄せて
くる。

ときには波打ちぎわに打ち上げられることもあり、
ホタルイカが何千何万もの群れで押し寄せる世界
でも珍しい海岸。
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これからのために
 富山湾を取り巻く状況の大きな変化
地球温暖化による生態系の変化
竜巻・大雨・暴風など過去の記録を大きく上回る自然災害の発生
プラスチックなど腐敗しないゴミの増加
海に関わる人々の高齢化
漁業就業者はこの20年間に3,000人台から1,000人台、60歳以上が過半数

 「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟、北陸新幹線開業
→世界に認められた富山湾の魅力を再認識し、行動を起こし、先人たち
が守り育ててきた富山湾の魅力を国際的に通用するレベルに高め、後世
に引継いで行く。富山湾のブランド力をさらに向上、魅力情報の発信に
取組む。（美しい富山湾クラブのサイトから抜粋） 14



海つながりで・・・海王丸について
 「海王丸と新湊大橋（射水市）」富山観光ナビサイトの写真引用
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海の貴婦人 海王丸

 1930年に誕生した練習帆船
 29枚の帆をすべてひろげる総帆展帆（そうはんてんぱん）は見ごたえ
たっぷり。

 海王丸は、商船学校の練習船として、誕生した帆船。日本丸と姉妹船。
 昭和５年(1930年)２月14日に進水して以来、59年間に106万海里（地
球約50周）を航海し、11,190名もの海の若人を育てた。

 海王丸パークでは、この海王丸（初代）を現役当時の姿のまま、公開。
 現在、1989年（平成元年）に竣工した2代目（海王丸II世）が活躍中。

 新湊大橋:総延⾧はアーチ部分も含めて3.6km、橋を支える主塔の高
さは127m、斜張橋としては日本海側最大級。自転車と歩行者の道路あ
り。 16



「商船高専、海のIT化で変化の波」 日経産業新聞（2018.8.6）記事から抜粋

 高専の中でも商船高専は海事人材を育てる教育機関。富山高等専門学校（高専）は日本海側で唯
一の商船高専（平成21年10月に国立高等専門学校の高度化再編により、富山工業高等専門学校
と富山商船高等専門学校が統合して創立）。学生はいずれも「海が好き」という点で共通してお
り、船上では表情が輝いて見える。

 商船高専5校の志願者倍率は、ここ数年は推薦も含めて2倍台で安定している。ただ学生集めは
順風満帆ではなかった。1990年代後半から2010年にかけては2倍を切る時期もあった。

 商船高専:航海士や機関士など海事産業に関わる人材育成を目指す。国内57を数える高等専門
学校（高専）のうち5校あり、富山高専射水キャンパスの商船学科（富山県射水市）、鳥羽商船
高専（三重県鳥羽市）、弓削商船高専（愛媛県上島町）、広島商船高専（広島県大崎上島町）・
大島商船高専（山口県周防大島町）を商船高専と呼ぶ。

 海運業界の動向が影響。最盛期の1970年代には日本人の船員は約28万人を数えたが、海運不況
を経て現在は4分の1。外航船員に限るとピーク時の25分の1。労働環境が厳しいイメージも手伝
い、中学生の志願者数は低迷した。

 一方で、卒業生が一般企業に就職するケースも増えた。5商船高専の海事産業への就職率は、
2000年代以降は6割程度で推移。大多数が海事産業に就いた時代からは考えられない状況だ。所
管の文部科学省からは15年に「船の維持費用もかさんでいる。海事産業への就職率が6割なら、
定員も6割に減らせ」とプレッシャーがかかった。
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 真っ先に着手したのがグローバル化だった。商船高専の学生は技術と理論をバランス良く
習得しているが、語学力は唯一弱点とみられていた。

 海運業界では人件費を下げるため、最近は日本籍船でも日本人がほとんど乗っていない船
もある。「国内大手海運ですら船員の大半がフィリピン人や東欧系」（業界関係者）。多
国籍の船員とコミュニケーションするためにも英語は必須だ。

 ハワイ・カウアイ島やシンガポールにある教育機関と連携したインターンシップも開始。
現地で数週間かけて学んだ実績を単位として認定する制度を導入した。学生の背中を押し、
「グローバルで働く意欲を向上させる狙いがあった」（山本教授）という。改革前に比べ
TOEIC（英語能力テスト）の点数も平均100点程度上がった。
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 同じ志を持つ5つの商船高専で共有し、互いに情報交換して効果を高めた。

 5校共通で整備したIT教材は代表例。タブレットを使ってエンジンなどの構造を学ぶ。
学生ごとに異なる習得度をクラウドで管理するなど、学習効果も高められる。今年
度は学生がIT教材のアイデアを競い合う「船アプリコンテスト」と題するイベントも
5校共同で計画している。

 船の電子化も加速している。以前は手書きだった海図が自動で更新される電子海図
となり、学生に求められる知識や要素も変わってきた。富山高専では電子化に対応
したシミュレーターを導入。5人のチームで電子海図で航海計画を立てるなどの授業
も実施している。

 海事産業への就職率は16、17年度は8割に増えた。高専関係者らは、学生の意識改革
が進み、企業が実践的技能を評価した結果だとみている。

 業界も協力する。日本郵船は商船高専の希望者を自社で持つフィリピンの商船大学
に2週間受け入れるプログラムを導入した。大橋宏明・人事グループ⾧代理は「同世
代の外国人と切磋琢磨することで、働くイメージが高められる」と期待をこめる。 19



ご清聴ありがとうございました。
引用:富山県観光公式サイト、美しい富山湾クラブサイト

日経産業新聞2018.8.6記事 20


